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令和8年３月定例会のあらまし

令和８年度当初予算 総 額156億1,114万円
●一般会計／101億1,100万円（前年比6億4,400万円増）

物件費

補助費等

人件費

普通建設
事業費

公債費

扶助費

操出金

投資及び
出資金

積立金

予備費

維持補修費

19.5億円

17.8億円

16.6億円

15.4億円

15.9億円

13.2億円

14.1億円

15.8億円

12.2億円

11.9億円

10.6億円

10.5億円

6.1億円

5.8億円

2.7億円

1.6億円

2.5億円

2.0億円

7,015万円

6,750万円

1,000万円

1,000万円

地方交付税

町税

繰入金

国庫支出金

県支出金

町債

地方消費税
交付金ほか

寄付金

諸収入

使用料及び
手数料

分担金及び
負担金

財産収入

37.0億円

35.0億円

14.4億円

13.5億円

11.9億円

11.5億円

10.5億円

11.8億円

7.9億円

4.3億円

7.4億円

8.1億円

5.0億円

3.0億円

4.7億円

4.0億円

1.3億円

2.4億円

8.522万円

8.404万円

1,430万円

1,372万円

1,707万円

516万円

令和８年度 令和７年度

歳　入歳　出

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和７年度 令和8年度

80億7,000万円

81億5,100万円

88億200万円

94億6,700万円

101億1,100万円

一般会計当初予算額の推移

物件費：公共施設の光熱水費、消耗品費、委託料などの
費用

補助費：団体等への活動助成金、他市町と共同で運営す
る組合への負担金などの費用

普通建設事業費：道路や建物などの建設事業に係る費用
公債費：町が借り入れたお金を返済するための費用
扶助費：児童、高齢者、障がい者の方などへの福祉サー

ビスの提供に必要な費用
操出金：一般会計から特別会計に繰り出す費用

経費の説明

過
去
最
大
の
予
算
規
模

一
般
会
計
当
初
予
算
は
前
年

に
比
べ
、６
億
４
４
０
０
万
円
の

増
加
の
１
０
１
億
１
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

の
合
併
以
降
、
初
め
て
１
０
０
億

円
を
超
え
、
過
去
最
大
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
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令和8年３月定例会のあらまし

国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療保険

17.5億円
16.6億円

3.7億円

17.8億円
17.2億円17.2億円

3.9億円

●特別会計／総額38億5,552万円（前年比4,933万円増）

令和８年度 令和７年度

●水道事業会計
 6億1,648万円 （収益的支出＋資本的支出）

●下水道事業会計
 10億2,813万円 （収益的支出＋資本的支出）

6.2億円

4.6億円

令和8年度 令和7年度

10.3億円 10.3億円

令和8年度 令和7年度

予
算
増
の
主
な
要
因
・
事
業
内
容

財
源
の
内
訳

①
物
件
費

物
価
高
騰
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
関
係

19
億
５
０
６
６
万
円

②
人
件
費

人
事
院
勧
告
に
よ
る

16
億
６
０
３
３
万
円

③
旧
清
川
中
学
校
解
体
撤
去

２
億
８
０
０
万
円

④
埴
田
医
王
寺
避
難
道
路
整
備

１
億
３
８
５
０
万
円

自
主
財
源　

32
億
２
３
８
３
万
円

（
歳
入
全
体
の
31
・
９
％
）

依
存
財
源　

68
億
８
７
１
７
万
円

（
歳
入
全
体
の
68
・
１
％
）
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令和７年3月定例会

新規

工事請負費2億円及び監理業務委託800
万円です。解体撤去の判断に至った経緯と
しては、地元からの宅地確保の強い要望や、
利活用がないままの維持費の問題、インフレ
による解体費の増大懸念があげられます。

工事については、令和8年度内の完了を
予定しています。

2億800万円

新規

調査設計料1,000万円と不動産鑑定料40
万円です。

高速道路と国道424号との交差から北西へ
約300ｍの新庄地内で、令和８年度に調査測
量設計と用地買収を行い、9年度にタワーの
建設を予定しています。（関連資料Ｐ16）

令和６年度後半から実施している学校給
食費の無償化を、８年度も引き続き実施し
ます。国や県の補助金を活用し、残り２分
の１ほどを町が負担することになります。

1,040万円 小中学校の給食費
無償化事業

新庄・徳蔵地区津波避難
タワー調査設計委託料等

4,630万円
（保護者負担見込額）

継続

新規

427万円

地域おこし協力隊報酬
(鳥獣害対策)

旧清川中学校
解体撤去工事

協力隊員には鳥獣害に関する専門性を身
につけてもらい、地域住民と行政のつなぎ役
として鳥獣害対策事業の推進を図ります。

被害実態調査、有害鳥獣の捕獲などで、
地域住民と協働した活動が期待されます。

今回の注目予算

ピックアップ

（イメージ図）
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令和8年３月定例会のあらまし

継続

防護柵等の資材費用の補助金です。補助
率は３分の２以内です。

一度補助を受けた園地でも対象や工法が
変われば、支援事業の補助が受けられます。

詳しくは、産業課までお問い合わせくだ
さい。

注目予算のピックアップ

新規

外壁、内装及び給排水設備などを改修し
ます。

工事請負費の3,500万円と監理業務委託
料150万円を計上しています。

3,650万円

新規

保護者の就労の有無にかかわらず、未就
園児がこども園等を利用できるようになり
ました。

対象は、生後6ヶ月から3歳児未満で、月
あたり10時間まで。利用料は1時間300円で
す。

受け入れ、問い合わせは、子育て推進課
または、みなべ愛之園こども園まで。

201万円
乳児等支援給付費

拡充

電話対応でのトラブルの解消やカスタマ
ーハラスメント対策、行政サービスの向上
を目的とします。　　

職員が安心して業務に取り組めるよう、
役場庁舎などの外線電話に録音システムを
導入します。

822万円

通話録音システム
導入委託料

高城診療所改修工事

1,000万円

防護柵等設置
支援事業補助金
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Q
継
続
事
業
で
あ
る
以
上
、

具
体
的
な
効
果
は
ど
の
程
度

あ
っ
た
の
か
。

A
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
率
は

９
割
以
上
と
高
く
、
町
内
で

の
消
費
に
つ
な
が
る
な
ど
、

約
１
２
０
０
万
円
の
経
済
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
課

街
路
樹
管
理
委
託
料

（
９
０
０
万
円
）

Q
ど
の
程
度
の
頻
度
で
管

理
し
て
い
る
の
か
。

A
基
本
的
に
剪
定
・
防
除

（
消
毒
）・
草
刈
り
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
樹
木
の
種
類

に
よ
り
時
期
は
異
な
り
ま
す

が
、
年
間
を
通
じ
て
適
切
に

産
業
課

お
買
物
券
配
布
事
業

（
１
億
１
６
０
０
万
円
）

Q
お
買
物
券
は
と
く
し
丸

で
使
用
可
能
に
な
ら
な
い
か
。

A
物
価
高
騰
対
策
は
個
人

と
事
業
主
へ
の
対
策
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
商
工
会
へ
の

委
託
店
で
の
ご
使
用
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
後
日
、
と
く
し
丸
で
の
利

用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
推
進
課

学
童
保
育
所
管
理
修
繕
費

（
１
９
７
万
円
）

Q
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
の
い
き

い
き
ル
ー
ム
に
学
童
保
育
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
職
員
と
利
用
者
と
の
す

み
わ
け
は
。

A
こ
ど
も
の
出
入
り
は
玄

関
を
使
用
せ
ず
直
接
部
屋
に

入
れ
る
別
の
ド
ア
を
使
用
し

ま
す
。
ま
た
、
外
の
小
公
園

や
プ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
を
積
極
的

に
活
用
し
、
他
の
利
用
者
と

す
み
わ
け
を
し
ま
す
。

消
防
防
災
室

堺
地
区
避
難
道
設
計
費
用

（
2
７
０
０
万
円
）

Q
新
避
難
道
は
従
来
の
避

難
道
と
合
流
し
な
い
が
。

ま
た
幅
員
は
。

A
新
避
難
道
は
、
現
在
行

き
止
ま
り
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
幅
員
は
９
・
２
５
メ

ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

総
務
課

旧
清
川
中
学
校
解
体
撤
去

工
事
請
負
費
（
２
億
円
）

※
P
4
参
照

Q
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
用

は
、
ど
の
程
度
を
占
め
て
い

る
の
か
。

A
全
体
工
事
費
の
約
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

通
話
録
音
導
入
委
託
料

（
８
２
２
万
円
）

Q
通
話
録
音
シ
ス
テ
ム
導

入
の
目
的
は
何
か
。

A
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策
な

ど
、
職
員
が
安
心
し
て
業
務

に
つ
け
る
環
境
を
整
え
ま

す
。

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持

対
策
補
助
金（

８
８
６
万
円
）

Q
地
方
バ
ス
路
線
補
助
に

つ
い
て
、
前
年
度
と
の
増
減
や

内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
令
和
７
年
度
実
績
は
南

部
線
、
龍
神
線
の
２
路
線
で

約
９
２
６
万
円
で
す
。
そ
の

う
ち
龍
神
線
は
約
４
３
６
万

円
で
し
た
が
、
４
月
以
降
こ

の
路
線
の
補
助
が
廃
止
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
補
助
金
は
前
年

10
月
か
ら
当
年
９
月
ま
で
の

実
績
で
交
付
し
て
お
り
、
龍
神

線
に
は
令
和
８
年
３
月
ま
で
の

半
年
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
物
価
高
騰
に
よ
り

運
行
経
費
は
上
昇
し
て
お
り
、

当
初
予
算
で
は
昨
年
比
、
23

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

う
め
課

う
め
ル
カ
ム
ｔ
ｏ
み
な
べ

町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
託
料

（
５
５
０
万
円
）

臨
時
会
令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令和８年1月臨時会・3月定例会のあらまし

岸和田 SA
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生
活
環
境
課

ご
み
処
理
場
整
備
工
事
請

負
費
（
１
８
４
０
万
円
）

Q
ご
み
処
理
場
に
設
置
さ

れ
る
フ
ェ
ン
ス
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

A
処
理
場
外
周
の
劣
化
し

た
金
網
フ
ェ
ン
ス
を
除
去
し
、

敷
地
内
を
透
視
で
き
な
い
目

隠
し
フ
ェ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

生
活
環
境
課

他
会
計
補
助
金

（
６
８
８
０
万
円
）

Q
収
入
に
計
上
さ
れ
て
い

る
他
会
計
補
助
金
と
は
。

A
物
価
高
騰
対
策
で
基
本

水
道
料
金
５
期
分
の
減
免
措

置
で
す
。
国
か
ら
の
交
付
金

を
充
当
し
て
い
ま
す
。

Q
漁
場
環
境
が
悪
い
と
わ

か
っ
た
場
合
、
投
石
や
人
工

魚
礁
な
ど
の
対
策
を
進
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

A
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
で
あ
れ
ば
、
対
策
を
検

討
し
ま
す
。

津
波
高
潮
危
機
管
理
対
策

事
業
委
託
料
（
高
潮
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
）

（
６
０
０
万
円
）

Q
作
成
さ
れ
る
高
潮
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
違
い
は
。

A
台
風
な
ど
の
災
害
時
、

海
水
が
堤
防
を
こ
え
て
く
る

場
合
の
浸
水
区
域
の
マ
ッ
プ

で
す
。
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
区
別
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

管
理
し
て
い
ま
す
。

Q
妥
当
な
金
額
な
の
か
。

A
枝
葉
の
処
分
費
も
す
べ

て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な

内
訳
は
、
北
道
埴
田
線
が
約

５
０
０
万
円
、
千
里
目
津
線

が
約
２
０
０
万
円
、
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
等
で
残
り
の
費
用

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
推
進
課

物
価
高
騰
子
育
て
支
援
給

付
金

（
一
人
２
万
円
）

Q
給
付
の
対
象
年
齢
は
。

A
児
童
手
当
対
象
者
（
高

校
生
以
下
）
と
な
り
ま
す
。

産
業
課

増
殖
場
調
査
委
託
料

（
４９
万
円
）

Q
新
規
事
業
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
目
的
な
の
か
。

A
過
去
の
投
石
整
備
後
の
イ

セ
エ
ビ
の
付
き
な
ど
、
エ
ビ
資

源
の
現
状
把
握
を
目
的
に
潜
水

調
査
を
実
施
し
、
将
来
の
漁
業

維
持
に
つ
な
げ
る
た
め
で
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金

（
１
８
８
０
万
円
）

Q
補
助
対
象
鳥
獣
に
ア
ナ

グ
マ
は
入
る
か
。

A
今
年
度
か
ら
ア
ナ
グ
マ

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

防
護
柵
等
設
置
支
援
補
助
金

（
１
０
０
０
万
円
）

Q
一
度
補
助
金
を
受
け
た

園
地
が
再
度
補
助
対
象
と
な

る
の
か
。

A
有
害
鳥
獣
対
象
が
変
わ

り
、
工
法
を
変
え
れ
ば
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。

教
育
学
習
課

図
書
館
空
調
設
備
更
新
工

事
費
（
９
３
３
４
万
円
）

Q
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

A
入
札
は
５
月
。
工
事
は

議
会
承
認
後
、
夏
以
降
に
な

り
ま
す
。

Q
工
事
期
間
中
の
利
用
制

限
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
は
。

A
工
事
期
間
中
は
、
利
用

で
き
な
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
短
期
間
で
実
施
し
、
住
民

の
利
便
性
に
配
慮
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

健
康
長
寿
課

介
護
保
険
料

（
３
億
２
６
７
０
万
円
）

Q
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

A
介
護
保
険
料
は
、
介
護

給
付
費
の
総
額
を
基
に
算
定

さ
れ
る
た
め
、
給
付
費
が
減

少
し
な
い
限
り
保
険
料
が
下

が
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

周
辺
地
域
は
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
利
用
が
進
み
、
結

果
と
し
て
給
付
費
が
増
加
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令和8年３月定例会のあらまし

みなべ町議会だよりP7



みなべ町条例の一部を改正 令和８年４月より

近年、共働きの家庭の増加から学童保育へ
のニーズが高まり、上南部小学校校区の２つ
の保育所が手狭となってきました。そのため、
ふれ愛センターの一画を改修し、第３の学童
保育所を設けることとなりました。

晩稲幼児公園が3月31日をもって廃止されました。
古川の拡幅工事により敷地の５分の１が影響を受ける
ことや工事の資材置き場に利用することが要因です。

そもそもこの公園は借地に設けら
れたもので、工事を行う県がこの場
所を3年間借り受けます。これを機に
町と地権者との話し合いから、公園
としての存続を断念することになり
ました。

一昨年創設された政策推進課が、新年
度より改めて総務課に組み入れられます。

役場に求められる仕事は、近年ますま
す拡大し高度化しています。こうしたな
か、総務課担当の管理運営と政策推進課
担当の財政運営や企画立案を一元化し、
組織の効率化と対応力の向上を図ること
としています。

学童保育設置条例

小公園及び管理条例

課　設置条例

上南部第三学童保育所が
新設されました

晩稲幼児公園を廃止しました

政策推進課が総務課に
統合されました

ふれ愛センターでデイサービスに使われてい
た部屋を改修し、机・いす、手洗い、トイレ
などの設備を整えています。新年度には、40
名ほどの利用を予定しています。

公園は河川工事に向けて
すでに更地となっています。

令和8年３月定例会のあらまし

みなべ町議会だより P8



一般質問

２
月
２
日　

議
長
会
臨
時
総
会

　
　

６
日　

町
総
合
戦
略
会
議

　
　

９
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
～
13
日　

議
長
会
正
・
副
議
長
研
修
会

　
　

16
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　

紀
南
病
院
組
合
議
長
会
・
定
例
会

　
　
　
　
　

駅
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

17
日　

後
期
高
齢
者
医
療
組
合
議
会
定
例
会

　
　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
定
例
会

　
　

25
日　

日
高
広
域
消
防
定
例
会

　
　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

27
日　

全
員
協
議
会

３
月
２
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　
　

４
日　

紀
南
病
院
組
合
予
算
委
員
会

　
　

５
日　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
開
会

　
　

12
日　

定
例
会　

一
般
質
問

　
　

13
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

16
～
19
日　

定
例
会　

議
案
（
予
算
）　

　
　

19
日　

閉
会　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

25
日　

紀
南
病
院
組
合
予
算
委
員
会
・
議
長
会
・
定
例
会

　
　

31
日　

広
報
特
別
委
員
会

４
月
２
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

６
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

７
日　

郡
議
長
会
総
会

　
　

14
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

21
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

23
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

６人の議員が登壇
ページ 質問者と質問内容

Ｐ１0 棒 引  　 清 議員
①旧高城中学校施設の今後は

Ｐ１1 玉 井  伸 幸 議員
①消防防災室、一層の強化のために

Ｐ１2
真 造  賢 二 議員
①人口減少に対する認識を問う
②ＳＤＧｓ未来都市事業をどう推進していくのか

Ｐ１3
松 下  恭 子 議員
①今後のみなべ町の医療体制維持と医師確保に向けた支援制
度の検討を問う

Ｐ１4 細 川  安 弘 議員
①防災士の積極的な活用で災害に強いまちづくりを

Ｐ１5 川 口  輝 樹 議員
①東洋ライス株式会社との包括的連携協定について

（通告順で掲載）

みなべ町議会だよりP9

議会の動き

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 般 質 問



一般質問

質
問少

子
化
が
進
む
中
、
令
和

7
年
3
月
末
を
も
っ
て
高
城

中
学
校
は
閉
校
と
な
り
ま
し

た
。閉

校
後
の
体
育
館
の
利
用

率
は
62
％
あ
り
ま
す
が
、
校

舎
の
利
用
は
防
災
訓
練
等
の

計
３
日
で
、
今
後
の
校
舎
の

活
用
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。旧

学
校
施
設
管
理
条
例
を

ふ
ま
え
、
行
政
財
産
と
し
て

の
今
後
の
対
応
を
教
育
長
に

う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長

「
校
舎
は
し
ば
ら
く
の

間
、
一
般
に
貸
し
出
す
こ

と
を
控
え
る
」
と
し
て
、

条
例
で
は
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
閉
校
後
も
引
き
続
き

利
用
で
き
る
よ
う
に
制
定
し

た
も
の
で
す
。

校
舎
の
活
用
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
施
設
の
一
候
補
地
以

外
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
に
予

定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

校
舎
内
の
整
理
や
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
問
題
が
解
決
で

き
れ
ば
、
町
当
局
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
活
用
方
法
を
再

度
吟
味
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問空

調
設
備
の
あ
る
当
該
施

設
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
の
役
割
も
否
め
ま
せ
ん
が
、

広
く
町
の
財
産
と
捉
え
た
と

き
、
企
業
誘
致
等
、
地
域
活

性
化
に
向
け
施
設
活
用
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
は
と
考

え
ま
す
。

今
後
の
活
用
の
考
え
を
町

長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長旧

高
城
中
学
校
は
多
面

的
な
防
災
機
能
を
担
う
重
要

な
施
設
と
し
て
維
持
さ
れ
て

お
り
、
災
害
に
備
え
る
町
民

の
安
心
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

一
方
で
、
現
状
で
は
校

舎
の
利
用
が
限
定
的
で
あ
る

た
め
、
利
活
用
の
検
討
は
引

き
続
き
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
関
係
課
長
級
を

中
心
に
庁
内
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
定
期

的
に
開
催
し
て
お
り
、
旧

高
城
中
学
校
の
活
用
可
能

性
を
含
む
町
有
財
産
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

具
体
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
協
議
を
進
め
、
住

民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
な
が

ら
、
地
域
交
流
の
場
や
企
業

等
の
誘
致
な
ど
、
価
値
あ
る

活
用
が
で
き
る
可
能
性
を
模

索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

政　策

質問 旧高城中学校施設の今後は
答弁 現在、校舎はクライミング施設の１候補地(教育長)
答弁 価値ある活用ができる可能性を模索（町長）

棒
ぼう

　引
ひき

　　清
きよし

 議員

みなべ町議会だより P10



質問 消防防災室の人的強化を
答弁 強化に向けてとりくみたい

防
災
課
題
の
大
き
さ
に
は

担
当
の
人
手
不
足
が

質
問総

務
文
教
委
員
会
で
10
数

回
に
わ
た
る
防
災
対
策
の
検

証
か
ら
大
き
な
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き

た
。
背
景
に
は
、
消
防
防
災

室
の
圧
倒
的
な
人
手
不
足
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
防
災
室
の

人
的
強
化
が
必
須
と
思
わ
れ

る
。

①
消
防
防
災
室
に
女
性
職
員

の
配
置
を

他
市
町
の
事
例
を

参
考
に
し
て
は

再
質
問

③
防
災
対
策
の
内
容

は
、
避
難
タ
ワ
ー
や

避
難
路
、
避
難
所
や

備
蓄
等
ど
の
市
町
で

も
共
通
し
て
い
る
。

防
災
担
当
の
在
り
方

に
つ
い
て
他
の
町
に

学
ん
で
は
ど
う
か
。

④
私
た
ち
議
員
は
、

発
災
直
後
の
災
害
対

策
本
部
の
実
態
に
つ
い
て
各

地
の
事
例
を
学
ん
だ
。
そ
こ

で
は
発
災
直
後
の
対
策
本
部

の
混
乱
ぶ
り
が
示
さ
れ
た
。

町
の
職
員
研
修
と
し
て
、
町

長
以
下
全
職
員
の
学
ぶ
機
会

と
し
て
同
じ
講
演
を
聞
い
て

は
ど
う
か
。

町
長

③
他
市
町
の
取
り
組
み
や

工
夫
を
参
考
に
す
る
こ
と

②
他
課
と
の
協
同
・
連
携
が

必
須
で
は

③
防
災
全
体
を
統
括
す
る
司

令
塔
の
設
置
を

町
長人

的
な
強
化
は
重
要
で

あ
り
、

①
女
性
職
員
は
、
室
に
置

く
の
で
は
な
く
防
災
推
進

体
制
の
な
か
で
参
画
さ
せ

ま
す
。

②
専
門
性
を
生
か
し
た
庁
内

横
断
的
な
対
応
は
不
可

欠
で
、
他
課
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
を
し
ま
す
。

③
司
令
塔
の
役
割
は
消

防
防
災
室
長
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
他
に
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

危
機
管
理
や
災
害
対
応

の
知
見
を
有
す
る
退
職

自
衛
官
の
活
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

は
非
常
に
有
効
だ
と
認
識

し
ま
す
。
先
進
的
な
事
例

を
積
極
的
に
収
集
し
、
必

要
に
応
じ
て
現
地
視
察
を

行
う
な
ど
他
市
町
か
ら
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

④
過
去
の
事
例
を
学
ぶ
重

要
性
か
ら
研
修
機
会
を
設
け

る
方
向
で
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

一般質問

防　災 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

避難所（イメージ）

横たわる課題
・新タワー完成後も避難困難が解消されない

・小山田の備蓄品の搬送体制が見通せない

・避難者に見合った避難所が確保されず、運営
にも不安

・仮設住宅の建設場所が必要戸数に対して不足
している

・健康衛生面での対応策が見えていない

みなべ町議会だよりP11



一般質問

質
問み

な
べ
町
で
も
人
口
減
少

は
避
け
ら
れ
ず
、
２
０
６
０

年
の
目
標
人
口
を
９
７
０
０

人
か
ら
６
３
９
４
人
へ
下
方

修
正
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
目
標
を
達
成
し

て
も
人
口
は
確
実
に
大
き
く

減
少
し
ま
す
。
重
要
な
の
は

目
標
達
成
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
人
口
減
少
に
よ
り
生
じ

る
課
題
に
目
を
向
け
、
想
定

し
、
備
え
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
人
口

減
少
を
正
し
く
恐
れ
、
構
造

を
変
え
る
勇
気
を
持
つ
こ
と

が
、
持
続
可
能
な
町
づ
く
り

に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
「
人
口
減
少
に
よ

り
起
こ
る
深
刻
な
問
題
」

「
そ
れ
ら
に
対
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
の
認
識
を
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長当

町
で
は
人
口
減
少
を
避

け
ら
れ
な
い
現
実
と
し
て
受

け
止
め
、
目
標
人
口
を
下
方

修
正
し
ま
し
た
。　

人
口
減
少
は
地
域
経
済
の

衰
退
、
財
政
圧
迫
、
生
活
基

盤
の
低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
弱
体
化
を
招
く
た
め
、
抑

制
策
と
適
応
策
の
両
輪
で
対

応
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
や
高

齢
者
福
祉
の
強
化
、
梅
産
業

の
維
持
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

適
正
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
、
地
域
の
主
体
的
活
動

の
支
援
、
宅
地
整
備
や
空
き

家
活
用
な
ど
を
進
め
、
持
続

可
能
で
暮
ら
し
や
す
い
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

質問 人口減少に対する認識を問う
答弁 抑制策と適応策の両輪で対応

人口減少 真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

質
問み

な
べ
町
は
令
和
６
年
に

Ｓ
D
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
に
選

定
さ
れ
、
３
ヶ
年
計
画
で
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
Ｓ
D
Ｇ
ｓ
は
２
０
３
０

年
ま
で
の
目
標
で
あ
り
、
継

続
的
な
取
り
組
み
が
前
提
で

す
。　

そ
こ
で
、
令
和
９
年

度
以
降
、
ど
の
よ
う
に
事
業

を
推
進
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。
町
の
主
体
的
な
方
針

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長Ｓ

D
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
事
業

の
３
ヶ
年
計
画
は
２
０
３
０

年
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
り
、

終
了
後
も
取
り
組
み
は
継

続
し
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
の

成
果
と
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、

第
２
期
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。
今
後
は
脱
炭
素
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
軸
に
、
官
民
連

携
を
強
化
し
、
町
民
主
体
の

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

SDGs
質
問
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
事
業
を
ど
う
推
進

答
弁
：
第
二
期
計
画
を
策
定
し
継
続
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質
問近

年
、
地
方
自
治
体
で
は

医
師
不
足
や
専
門
医
の
偏
在

が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
わ
が
町
で
も
眼
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
約
２
年
間
開
業

し
た
が
、
こ
の
た
び
撤
退
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
本
町
の
医
療
体
制
の
現
状
、

こ
の
先
10
年
の
医
療
体
制
と

医
師
確
保
の
目
標
は
。

②
今
後
、
専
門
医
を
含
む
医

師
確
保
に
対
す
る
支
援
制
度

創
設
の
検
討
は
。

新
た
な
開
業
医
の
情
報
は

聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

１０
年
後
の
人
口
は
９
０
０
０

人
前
後
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

人
口
規
模
や
世
代
別
医
療
体

制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
現
時
点
で
医
師
不
足
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

③
令
和
２
年
か
ら
田
辺
周
辺

広
域
市
町
村
圏
組
合
に
よ
り
、

新
規
開
業
者
に
外
来
医
療
機

能
を
担
う
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

通
院
支
援
と
し
て
、
町
内

外
を
問
わ
ず
送
迎
な
ど
を
行

う
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
自
動
運
転
バ

ス
の
実
用
化
を
視
野
に
入
れ

て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

③
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
や

広
域
的
医
療
体
制
は
。
今
後
、

交
通
弱
者
が
増
え
る
予
想
で

町
外
へ
の
通
院
サ
ポ
ー
ト
は
。

町
長

①
医
師
体
制
の
現
状
は
現
在

11
医
療
機
関
で
歯
科
医
師
４

名
を
含
め
た
医
師
11
名
が
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
町
立
高

城
診
療
所
で
は
令
和
８
年
１

月
か
ら
後
継
者
の
先
生
が
引

き
継
が
れ
、
地
域
医
療
に
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

再
質
問

医
療
体
制
整
備
は
行
政
責

任
と
捉
え
、
町
と
し
て
で
き

る
範
囲
で
支
援
を
考
え
て
ほ

し
い
。
住
民
の
方
の
安
心
で

き
る
医
療
と
い
う
の
は
、
一

番
近
い
と
こ
ろ
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
け
ず
に
行
け
る
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

町
長医

療
体
制
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
重
い
政
策

の
一
つ
と
考
え
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質問 今後の医師支援制度の検討を問う
答弁 今は考えていない

一般質問

2024 年 Well-Being 指標｜デジタル庁

医　療 松
まつ

下
した

恭
きょう

子
こ

 議員

幸福度指標で「医療・福祉」に不安を感じている
方が少なくない。主観データ：個人の内面に基
づいた情報。客観データ：「誰が見ても同じ」事
実に基づいたデータ。

↓ 「医療・福祉」
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一般質問

質
問

①
本
町
に
お
け
る
防
災
士
の

登
録
者
数
は
。
職
員
の
登
録

者
は
。

町
長本

町
在
住
の
防
災
士
登
録

者
数
は
、
令
和
８
年
１
月
末

現
在
で
43
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
（
男
性
34
名
、
女
性

９
名
）

年
齢
構
成
で
は
、
20
代
が

６
名
、
30
代
が
34
名
、
40
代

が
８
名
、
50
代
が
11
名
、
60

代
が
９
名
、
70
代
が
５
名
、

80
代
が
１
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地
域
別
で
は
南
部
地
区
31

名
、
上
南
部
地
区
８
名
、
高

城
地
区
３
名
、
清
川
地
区
１

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
登
録
者
数
は
、
８

名
で
す
。
（
全
員
が
男
性
）

②
防
災
士
の
育
成
及
び
町
と

し
て
防
災
士
に
期
待
す
る
こ

と
は
。

町
長地

域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
災
害
に
対
す
る

知
識
や
技
能
を
持
つ
人
材
の

育
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
士
の
方
々
に
は
平
常

時
に
は
、
地
域
に
お
け
る
防

災
意
識
の
向
上
や
防
災
訓
練

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
災
害
時
に
は
地

域
住
民
の
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
な
ど
地
域
防
災
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

③
防
災
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
防
災
士
の
組

織
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
。

町
長防

災
士
同
士
が
情
報
交
換

や
研
修
を
行
い
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

は
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
主
防
災
会
の
中
で
、
防

災
士
が
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

組
織
の
結
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
災
士
の
自
主
的
な
活

動
と
し
て
、
結
成
さ
れ
る
場

合
に
は
町
と
し
て
も
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

３
年
前
、
印
南
町
で
防
災

士
の
会
を
結
成
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
取
り
組
み
の
状
況

は
ど
う
か
。

消
防
防
災
室
長

令
和
５
年
に
有
志
の
方
々

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
現
在

16
名
の
方
々
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

勉
強
会
や
情
報
交
換
、
自

主
防
災
活
動
へ
の
参
加
な
ど

多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
が
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

質問 防災士の積極的な活用で災害に強い
まちづくりを

答弁 防災士にどう活躍してもらえるかが重要

防　災 細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

自主防災会主催防災キャンプ

防災士制度とは
防災士制度は、特定非営利活動法人日本防災士機構が運営す

る「民間の資格制度」です。
防災に関する一定の知識と技能を学び、地域や職場で防災力

を高める人材を育成することを目的としています。
これまで本町においても和歌山県主催の「紀の国防災人づく

り塾」（地域リーダー養成講座）を通して、多くの防災士を輩
出してきました。
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一般質問

町
立
こ
ど
も
園
給
食
米

の
変
更
と
包
括
的
連
携
協

定
に
つ
い
て
︑
地
元
業
者

へ
の
影
響
や
今
後
の
対
応

は
︒

質
問

①
協
定
締
結
に
至
っ
た
経
緯

と
目
的
、
ま
た
期
待
さ
れ
る

効
果
を
う
か
が
う
。

町
長他

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
同
社

が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
、
そ
の
後
、
提
案
を

受
け
、
健
康
増
進
や
食
育
、

農
業
振
興
、
防
災
な
ど
幅
広

い
分
野
で
連
携
す
る
た
め
締

結
し
ま
し
た
。

金
芽
米
は
栄
養
価
が
高
く
、

給
食
へ
の
導
入
に
よ
り
子
ど

も
の
健
康
や
食
べ
残
し
の
減

少
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

②
同
社
を
選
定
し
た
理
由
と
、

他
社
と
の
比
較
検
討
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

子
育
て
推
進
課
長

経
緯
と
し
て
、
こ
ど
も
園

で
は
約
10
年
前
か
ら
現
在

の
業
者
よ
り
米
を
購
入
し

て
い
ま
す
。
金
芽
米
導
入

に
伴
い
取
引
終
了
の
連
絡

を
行
い
ま
し
た
が
、
業
者

側
か
ら
在
庫
分
の
対
応
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
当
面

は
そ
の
分
を
購
入
し
、
そ

の
後
、
金
芽
米
へ
切
り
替

え
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
金
芽
米
は
加
工
方

法
で
あ
る
た
め
、
将
来
的
に

は
地
元
産
米
を
加
工
し
て
活

用
す
る
こ
と
や
、
地
元
業
者

を
通
じ
た
購
入
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

再
々
質
問

給
食
米
の
変
更
に
よ
り
地

町
長比

較
検
討
を
す
る
ほ
ど
の

内
容
で
は
な
く
、
同
社
の
取

り
組
み
に
共
感
し
た
こ
と
か

ら
連
携
を
決
定
し
ま
し
た
。

③
こ
ど
も
園
給
食
に
金
芽
米

導
入
は
、
協
定
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
。

町
長子

ど
も
の
健
康
や
栄
養
面

を
重
視
し
て
判
断
し
た
も
の

で
あ
り
、
協
定
と
は
直
接
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問

地
元
業
者
へ
の
影
響
を
踏

ま
え
た
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

町
長子

ど
も
の
健
康
を
最
優
先

と
し
つ
つ
、
取
引
の
経
緯
に

問
題
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
地
元

産
米
を
金
芽
米
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
地
域
と
の
両
立

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

元
業
者
と
の
取
引
が
終
了
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
元
業
者
の
努
力
や
地
域
貢

献
を
踏
ま
え
、
共
存
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
地
元
産

米
を
活
用
し
、
金
芽
米
と
し

て
供
給
す
る
仕
組
み
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
。

町
長こ

れ
ま
で
取
引
の
あ
っ
た

業
者
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て

い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
反

省
し
て
お
り
、
今
後
、
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

地
元
産
米
を
金
芽
米
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
は
理
想
で

あ
り
、
将
来
的
に
実
現
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
金
芽
米
の
導
入
は

子
ど
も
の
健
康
を
第
一
に
判

断
し
た
も
の
で
あ
り
、
協
定

と
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
経
緯
に
つ
い
て
問

題
が
あ
れ
ば
真
摯
に
受
け
止

め
、
改
善
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

質問 包括的連携協定締結について
答弁 金芽米導入と協定締結は全く関係ない

行　政 川
かわ

口
ぐち

輝
てる

樹
き

 議員

イメージ
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委員会レポート

▲町内初の津波避難センター（気佐藤）

新避難タワー（新庄・徳蔵地区）の計画を巡って、2月24日当局側から説明を受けて、収
容人数や基本構造について意見交換を行いました

総務文教常任委員会 
委員会レポート

今
、
新
た
に
２
基
の
タ

ワ
ー
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
に
、
気

佐
藤
地
区
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
３
階
建
て
、
約
５
０
０

人
収
容
の
避
難
タ
ワ
ー
が
建

設
さ
れ
て
以
来
で
す
。

委
員
会
で
は
新
タ
ワ
ー
の

う
ち
先
行
す
る
新
庄
・
徳
蔵

地
区
の
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
、

２
月
24
日
消
防
防
災
室
よ
り

概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

計
画

・
場
所
：
新
庄
地
内

　
　
　
　

海
抜
６
ｍ

・
面
積
：
約
２
０
８
㎡

・
構
造
：
鉄
骨
２
階
建
て

・
収
容
人
員
：
約
２
５
６
人

意
見
交
換

①
計
画
で
は
、
一
人
あ
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
が
0.5
㎡
と
な
っ

て
お
り
、
避
難
者
の
災
害
関

連
死
が
心
配
さ
れ
る
が
。

の
考
え
方
を
踏
ま
え
検
討

し
、
津
波
時
に
命
を
守
る
た

め
、
必
要
最
小
限
の
基
準
と

し
て
一
人
当
た
り
約
0.5
㎡
を

目
安
に
整
備
す
る
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

③
大
地
震
発
生
後
は
、
停
電

で
町
じ
ゅ
う
が
暗
く
な
る
。

こ
こ
に
避
難
施
設
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
周
囲

に
光
で
知
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

消
防
防
災
室

　

こ
れ
か
ら
設
計
に
入
る
の

で
、
気
佐
藤
の
津
波
避
難
セ

ン
タ
ー
と
同
様
に
暗
や
み
で

も
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

消
防
防
災
室

　

町
内
で
津
波
避
難
困
難
地

域
が
解
消
さ
れ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
て
、
新
タ
ワ
ー
は

補
完
施
設
と
し
て
の
位
置
づ

け
で
す
。

あ
く
ま
で
も
避
難
所
に

移
動
す
る
ま
で
の
命
を
助
け

る
施
設
で
あ
り
、
予
算
面
も

あ
り
理
解
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
当
初
は
、
一
人
あ
た
り
１

㎡
と
の
計
画
だ
と
聞
い
て
い

た
。
途
中
で
方
針
が
変
更
さ

れ
た
理
由
は
。

消
防
防
災
室

　

庁
内
の
「
ま
ち
づ
く
り
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
」
で
地

域
の
避
難
状
況
や
分
散
避
難

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た

め
、
国
や
県
は
一
人
1

㎡
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

新
タ
ワ
ー
で
は
、一
人
あ

た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
少

し
で
も
広
げ
る
よ
う
に

要
望
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
後
も

自
主
防
災
会
や
女
性
会

代
表
者
と
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
さ
ら
に
防

災
へ
の
調
査
・
検
証
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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委員会レポート

1月23日、産業課、うめ課同行のもと、クビアカツヤカミキリの県内被害状況と対策につ
いて現地視察を行いました

産業建設常任委員会 
委員会レポート

特
定
外
来
生
物
の
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
︑

モ
モ
・
梅
・
サ
ク
ラ
等
に

寄
生
し
枯
死
さ
せ
ま
す
︒

発
生
す
れ
ば
︑
わ
が
町
の

梅
産
業
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
︑
委
員
会
で

は
発
生
状
況
や
防
除
対
策

等
に
つ
い
て
︑
調
査
を
行

い
ま
し
た
︒

被
害
状
況
視
察

か
つ
ら
ぎ
町
内 
園
地

県
伊
都
振
興
局
農
業
水

産
振
興
課
の
方
か
ら
ネ
ッ
ト

被
覆
し
た
モ
モ
の
木
の
園
地

に
て
、
フ
ラ
ス
確
認
後
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
被
害
拡
散
防
止
策

①
産
卵
、
浸
入
し
た
木
を
目

合
い
４
ミ
リ
程
度
の
ネ
ッ
ト

で
余
裕
を
も
っ
て
２
重
に
巻

き
つ
け
る
。

②
ネ
ッ
ト
を
巻
い
た
ら
そ
の

後
も
定
期
的
に
見
回
り
、
ネ

ッ
ト
内
の
成
虫
を
捕
殺
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

説
明
後
、「
浸
入

し
た
モ
モ
の
木
は
、

す
ぐ
に
伐
採
、
抜
根

す
べ
き
で
は
」
と
の

問
い
に
、「
農
家
の

な
か
に
は
ネ
ッ
ト

被
覆
し
た
後
、
で
き

る
限
り
収
穫
し
た

い
と
考
え
る
方
も

い
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

の
重
要
性
、
農
薬
の
適
期

散
布
に
つ
い
て
、
一
定
の

方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ

る
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し

た
。こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
産

業
課
に
今
後
の
防
除
対
策
に

つ
い
て
、
県
と
Ｊ
Ａ
に
協
議

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

対
策
実
証
モ
デ
ル
園
　

産
卵
阻
止
ネ
ッ
ト

被
覆
等
取
組
視
察

紀
の
川
市
桃
山
町
内 

園
地

未
然
防
止
と
し
て
、
未

被
害
樹
の
モ
モ
の
木
に
目

合
い
0.3
ミ
リ
の
防
虫
ネ
ッ

ト
を
株
元
か
ら
上
に
隙
間

な
く
巻
き
付
け
る
。（
直
径

５
㎝
程
度
の
枝
ま
で
が
目

安
）一

本
当
た
り
４
０
０
０

円
程
度
は
必
要
に
な
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

視
察
後
、
委
員
会
で
は

農
家
に
対
し
被
害
状
況
の

周
知
徹
底
に
努
め
、
耕
作

放
棄
畑
の
伐
採
を
促
す
こ

と
が
重
要
。
ま
た
、
被
害

確
認
後
の
伐
採
・
抜
根
等

に
対
す
る
支
援
策
は
広
報

さ
れ
て
い
る
が
、
幼
虫
の

掘
り
取
り
や
成
虫
の
捕
殺

ネット被覆したモモの木

産
地
を
守
る
た
め
に
侵
入
後

は
速
や
か
に
処
分
す
る
こ
と

が
第
一

― 実施すべき対策 ―
〇 圃場の見回り
〇 ネット被覆(拡散防止・産卵阻止)
〇 薬剤散布( 6～8月、10～14日間隔)
〇 捕殺(幼虫の掘り取り・刺殺・薬剤注入)
〇 浸入樹の伐採、抜根(次世代発生源の除去)
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３月10日、ＪＲ西日本による津波避難訓練が、
岩代地区内の沿線で実施されました。

訓練は、列車の走行中に「南海トラフ地震」
などの大地震発生を想定し、利用者を安全
に避難させるための実践的な訓練です。

今回は、岩代駅付近で降車し、岩代小学校
へ避難する訓練で、避難者の中にはケガ人も
乗車しているとの想定で実施されました。

緊急地震速報を受信し、列
車が緊急停止したあと、乗務
員が乗客に危険を知らせ一斉
に避難行動に移りました。参
加者は、真剣な表情で高台の
指定地まで避難しました。

過去には、令和元年11月25日
に町内の中学生370人が参加し、
南部駅近くから埴田医王寺に避
難する訓練が実施されています。

議
会

だ
よ

り
　み
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べ
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発
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

５
月
議
会

５
月
14
日（
木
）午
前
9
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

町 内 あ れ こ れ

ＪＲ西日本

階段を上り岩代小学校へ

【避難ルート】
列車から降車し浜踏切
から岩代小学校へ移動

訓練列車停止位置

避難後、
岩代駅へ移動

岩代小学校

避難場所

浜踏切

岩代駅

あ

と

が

き

み
な
べ
町
内
で
こ
の
１
年
間
に
生
ま
れ
た
子
は

60
人
で
し
た
。
そ
の
人
数
の
少
な
さ
に
今
さ
ら
な

が
ら
に
驚
か
れ
る
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
こ
の
子
た
ち
に
、
さ
て
ど
う
い
う
未
来

が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
、
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
の
は
、
い
つ
何
ど
き
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
不
透
明
さ
で
す
。
い
ず
れ
は
み
な
べ

を
背
負
う
こ
の
子
た
ち
に
、
私
に
で
き
る
こ
と
と

言
え
ば
、
た
だ
た
だ
心
密
か
に
エ
ー
ル
を
送
る
こ

と
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
の

エ
ー
ル
は
、
き
っ
と
私
以
外
の
多
く
の
人
の
気
持

ち
と
も
共
通
す
る
は
ず
で
す
。

心
か
ら
送
り
た
い
エ
ー
ル
。

ガ
ン
バ
レ
、
み
な
べ
っ
子
！

す
こ
や
か
に 

そ
し
て 

明
る
く
!!

広
報
特
別
委
員
会　

玉
井 

伸
幸

南海トラフ地震発生に備えて津波避難訓練


